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的 精神の 皆無 を 自ら 暴露して ゐる。 これ 等の 人々 は、 

文章 を 次の やうな 公式で 把握す る。 

「文学に はさまぐな 外的 性質が ある。 これ 等の 外的 

性質 は 時代 或は 環境に よって 様々 に 変化す る。 しかし、 

その 核心に、 不変の もの、 千古 不滅の 一 貫した 何物 か > 

ある。 この 何物 かゾ 文学の 本質で ある ご 

然 らば、 この 何物 か は 一体 何で あるか。 この 問 ひに 

対して 彼等 は 全く 答へ る 術 を 知らない。 それ を 永久の 

「何物 か」 として 安んじて ゐ るので ある。 

今から 一世紀 前の 動物学者 は、 こんな 風に 考 へたで 

も あらう。 



「人間に は 種々 な 外的 性質が ある。 そして 言語、 風俗、 

皮膚の 色 や、 毛髪の 色、 体格の 大小、 知識の 程度 等の 

外的 性質 は 人に よりそれ ぐ異 つて ゐる。 けれども、 

そこに、 人間 を 他の 動物から 判然と 区別せ しめる、 即 

ち、 人間 を 人間たら しめて ゐる 何物 か y ある ご 

ところが 近代の 動物学者 は、 人間 は 猿と 共通の 先祖 

から 生じた ものであると いふ 仮説 をた てた。 そして、 

この 仮説 は、 解剖学 的に、 胎生 学 的に、 生理学 的に、 

更に 進んで は 心理学的 にす らも 支持され てゐ るので あ 

る。 人間と いふ 不変の 本質が あって、 様々 な 経験的 要 

素が この 本質 をと りまい て、 千差万別の 人間 を こしら 



てゐ ると いふ ことになるの である。 

近時 文学の もつ 社会的 性質が、 一部の 人 々によりて 

強調され た。 この こと は、 我国の 文学 批評 界に、 かつ 

てない 活気 を 帯びさせ、 限りなき 論争 を惹き 起させ 

っゝ ある。 これに 対して、 自然主義 前 派の 形而上学 的 

理論家 は、 まるで 文学 に 社会的 性質が あると いふ こと 

がわ かると、 文学の 難破で V も あるかの やうに 力んで、 

文学に は 社会的 性質な しと 放言す るに 至った。 

ついで、 この 理論の もつ 矛盾、 明々 白々 な 破綻に 気 

附 くと、 こん 度 は、 彼等 はなる 程 文学に は 社会的 性質 

は ある。 しかし、 それ は 表面的な、 一 時 的な もので あ 



態度の 中に も 見られる。 彼等 は、 生命 物質の 中には 生 

気と いふ ものが 含まれて ゐて、 これ あるが ために 生命 

物質 は 無生物 質から 区別され てゐ るので あると 信じて 

安んじて ゐた。 ところが 近代の 実験 生物学者 は、 生命 

の 神秘 を 細胞の 原形質の 中に さぐり、 その 化学的 構成、 

電気 的 性質、 膠質 状態の 研究 等、 いろ/ \ な 方面から、 

この 神秘に 肉薄し、 既に 生命 物質 を 合成 せんとす る 真 

面目な 企図にまで 発展して ゐ るので ある。 そして、 

種々 の 有機物 質の 合成が 成功した こと、 生命 物質 を 人 

ェ的 要約の もとに 発育せ しめる ことが 成功した こと 等 

は、 研究者た ち を 勇気 づけ、 その 研究の 前途に 少 から 



ぬ 光明 を 投げつ、 あるので ある。 私たち は、 未だ 生命 

の 神秘 を 分析し つくして はゐ ない。 けれども 他日 —— 

早 かれお そかれ —— それが 分析され る だら うこと を 十 

分に 期待し 得る ので ある。 

かくの 如き 自然科学の 方面に 於け る、 研究者の 孜々 

たる 努力と、 赫々 たる 成果と から 眼 を 転じて 文学 理論 

の 混沌た る 現状 を 見る と、 そこに は、 得体の知れない 

神秘主義が 大手 を ふって 歩いて ゐる。 そして、 殆んど 

誰もが、 それ を とがめよう としない。 た y 私たち は、 

過去に 於て、 自然主義の 文学 理論の 中に、 はじめて、 

文学の 神秘 を 解剖 せんとす る 努力 を 見た。 しかし、 性 



的に は 同じ ことで ある。 ただ 私 を 規準に する よりも、 

地球 を 規準に する 方が 便利な だけで ある。 ポアンカレ 

が 太陽と 地球との 運動に ついて 言って ゐる こと も それ 

と 同様で ある。 私たち は、 地球、 或は その他 如何なる 

惑星 —— 木星で も 海王星で も —— を 規準と して、 V も 太 

陽 系の 運動 を 算定す る こと はでき る。 そして かくして 

得られた 結果 は 完全に 真理で ある。 けれども、 太陽 を 

規準に する のが 最も 簡単で あり 便利で あるので ある。 

即 はち、 ポアンカレの 主張 は、 決して 真理の 任意 性 を 

ゆるす ものではなくて、 真理の 唯一なる こと は 十分に 

みとめて その 表現の 規準 を 便利と いふ ことにお いたの 



である。 

ところが、 種々 の イズムの 文学 理論 を、 同じ 権利 を 

もってゆ るす こと は、 真理に 種々 ある こと を ゆるす こ 

とになる。 それ は 論理の 根本 原則と 明白に 矛盾する。 

それ故に、 私 は、 種々 の 立場からの 文学 理論が、 いず 

れも 同様に 正しい とい ふ 説に くみする こと はでき ない _ 

こ、 で 私たち は、 見かけ上 最も まことし やかな 弁駁 

にぶつ、 かる。 即 はち 存在す る もの は 凡て 合理的で あ 

ると いふ 説、 それから、 凡ての 理論 は それぐ 真理の 

一部 を 蔵して ゐ るので あって、 絶対 真理と いふ もの は 

ない とい ふ 説と が これで ある。 



これ 等の 説の 正否 は、 か、 つて、 その 解釈の しかた 

による。 存在す る もの は、 凡べ て 理由 を もって ゐ ると 

いふ 意味に 解 するならば 第一 の 説 はた y しい。 たと へ 

ば、 ロマンチシズムの 文学が 生れた のに は、 それが 生 

れる 理由が あつたの であって、 気紛れに 生れて 気紛れ 

に 滅びた ので はない と 解 するならば この 説 は 正しい と 

言へ る。 これ は 凡ての 現象の 決定 性 を 主張す る ことに 

ほかなら ない。 現象の 因果関係の 認識に 他なら ぬ。 し 

かしながら、 存在す る もの は、 すべて いつまでも 正当 

な 存在 権 を もっとい ふ 風に 解す るなら ば、 この 説 は 明 

かに 暴論で ある。 現象 は 流動す る。 或る 一定 時刻に 正 



として 許す ことができな いこと を 信じて ゐる ことが わ 

かった であらう。 文学 理論 は、 他の 諸 科学の 理論と 同 

様に、 唯 一 の 体系に 組織され ねばならぬ。 また、 どれ 

程遠い 将来に 於て V も、 それ は 組織され るで あらう。 

但し 私 は、 それ を 信ずる だけであって、 私自身が、 い 

ますぐに この 大事 業に 着手し ようと は 全然 思 つて ゐな 

い。 また、 今後、 文学 上の 種々 の 流派が 生滅す るで あ 

らう こと は 確実と いっても よい。 がし かし、 その 場合 

私たち は、 事実の 前に 屈服して、 みんな 正しい の だと 

いふ やうな 折衷主義に 堕して はならない であらう。 



三 文学 は 何のた めに 生れ 何のた 

めに 存す るか 

私 は、 文学の 本質と いふ アプリオリ をす てた。 それ 

と 同じ 理由に よりて、 今度 は、 文学 は 何のた めに 生れ、 

何のた めに 存す るかと いふ 問 ひに 対しても、 先験的な 

解答 を 断乎と して 排除し なければ ならぬ。 

この 解答と して 私たち は、 少 くも 次の 三つ を 期待す 

る ことができる。 

A、 文学と は、 私たちが、 その 思想 感情 を 表現す る 

にあたって とる 一 つの 形式であって、 発表 或は 表現 そ 



の ものが 既に 文学の 目的で ぁリ、 それ 以外に 目的 はな 
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B、 文学の 目的 は、 読者 を よろこばす ことに ある。 

作者の 発表 欲、 表現 欲 を 満足させる ことではなくて、 

読者に、 高雅な 情操 を 起させる ことで ある。 

c、 文学の 目的 は、 啓蒙 的な ものである。 文学作品 

は 読者 を教 へる もの を もって ゐ なければ ならぬ。 それ 

によって 人生 を、 社会 をより よくす る もので なければ 

ならぬ。 

以上の 三つの 目的に 随 つて、 文学の 理論 は それぐ 

異 つた 体系 を もち 得る。 しかるに、 前節に 於て、 私が 



て 文学 そのものが 進化す るに つれて か はって ゆく と 思 

ふ。 唯一 絶対の 目的 を 文学に 課する わけに は ゆかぬ と 

思 ふ。 しかも、 それ は 私が 思う だけでなく 事実で ある。 

この こと は 文学に 限らない。 建築 を 例に とらう。 人間 

が 最初 家屋 を こしら へた 目的 は、 雨露 をし のぐ とい ふ 

ことで あつたに 相違ない。 しかし、 建築 術の 不断の 進 

歩 は、 単に それだけの 目的で は 満足で きな くした。 今 

日の 建築 は、 審美的な 見地から も 設計され っゝ ある。 

衣服に しても さう であって、 当初 は 寒さ を 〔# 「寒さ を」 

は 底本で は 「寒さ を を 匕 しのぐ ための もので あつたに 相 

違ない のが、 後に は、 装飾と しての 目的 をより 多く も 



つやう になって 来て ゐる。 (尤も 熱帯 人の 衣服 はは じ 

めから 装飾 を 目的と して ゐ たとい ふ 説 も あるが。) 

かくて、 文学 も、 その 発生の 当初に 於て は、 単に 感 

情の 表現の 一形 式で あつたに 相違ない。 表現と いふ こ 

とその ことが 既に 文学の 目的で あつたに 相違ない。 今 

日の 文学に も、 その 痕跡 は、 つきり 残って ゐる。 中世 

時代の 抒情詩 人の 文学、 近世の 唯 美 派の 文学 等に は、 

わけても その 特色が 目立つ のみならず、 いつの 時代に 

でも 若い 人々 が、 他人に 発表し ようとい ふ 希望 も 意思 

もな しに、 た、 V 自己の 心中から 湧きで る ま、 の 思想 感 

晴を 紙に 書きつ けて 楽しんで ゐる 場合、 表現 そのもの 



が 文学の 目的と な つて ゐ ると 言 ひ 得る。 

けれども、 社会が 一定 度の 複雑な 組織に なって 来る 

と、 読者 を 楽しませ ると いふ 目的が、 これに 明白に 加 

はって 来る。 単に 自分が 楽しむ だけではなくて、 読む 

もの を 楽しませ ると いふ 役割 を 文学が もって 来る に 至 

るの は、 けだし、 最も 自然な 発展の 径路で も あらう。 

近世の 君主国に 見る 宮廷 文学、 封建時代の 御用 文学、 

それから、 今日の 商業文 学 (文学作品が 完全に 商品 化 

した 時代の 文学 を さす) 等に は、 この 目的が 特に 鮮明 

である。 この場合に は、 貴族、 君主、 又は 今日の 場合 

では 一 般 購買者 を 喜ばす ことができなければ 文学 は存 



続す る こと は 許されな いからで ある。 

第三の 啓蒙 文学、 更に その 発展した 宣伝 文学、 革命 

文学に 於て、 私たち は、 もう 一度 目的の 進化 を そこに 

見る。 単に 読者 を たのしませる だけでなくて、 読者の 

心に 何物 か を 与へ、 それによ つて 読者 を 啓蒙し、 人類 

社会の 改善に 貢献す ると ころ あらしめ ようと 意欲す る 

に 至る の も、 これ 亦、 至極 当然の 径路で ある。 十八 世 

紀の 啓蒙 文学、 今日の 社会主義 文学、 それから、 多く 

の 宗教 文学な どに この 特色 は 目立って ゐる。 

以上の 諸 目的 (その他に も あげ 得る であらう) のう 

ちで、 いづれ が、 真正の、 本来の 文学の 目的で あるか 



とい ふ 疑問 は、 私に よれば 成り立たない。 今日に 於て 

は、 恐らくす ベての 文学が、 以上の 目的 を それん \ 分 

有して ゐる でも あらう。 従って、 傾向 的な 文学 は、 文 

学の 本質に 矛盾す ると か、 啓蒙 文学 は 第一 一義の 文学 だ 

とか、 社会主義 文学 は 文学の 邪道で あると かいふ 非難 

は 成立し ない。 それと 同時に、 社会主義 文学で なけれ 

ば 真の 文学で ない とい ふやうな 非難 も 成立し ない。 

この 私の 説 は、 前に 私が 述べた 文学 理論に 二つ 以上 

の 流派 を 認めない とい ふ 主張と 矛盾し、 私 をして、 私 

が 避けようと 力めて ゐる 折衷 論の 中へ 知らず知らずの 

うちに 陥らし める もの、 やうに 見える。 併しながら そ 



れは、 単に 外観 的 だけで ある。 二つ 以上の 流派 を 許さ 

な いのは、 一 の 体系に 他の 異質 的 体系の 混在 を 許さな 

いこと である。 雷 を 説明す るに あたって、 電気の 体系 

と 神話の 体系との 混合 折衷 を 許さない ことで ある。 か 

やうな 異質 的な 二 つ の 体系 は 互に 補足し あ ふこと も、 

両立す る こと もで き はしない。 両者 はた > 排撃 しあ ふ 

のみで ある。 一方が 成立す るか 両方と もと も 倒れに な 

つて、 より 包括的な 説明に 代られる かの いづれ かで あ 

る。 

ところが、 文学の 目的の 進化の 場合 はさう でない。 

文学が、 発生の そ も/ \の はじめから 今日に 至る まで 



唯一 の 目的し かもって ゐな いとする の は 却って 純然た 

る 独断であって、 何物 も それが 必然で ある こと を 説明 

して ゐ ない。 却って、 文学 はすべ ての 人間の 所産と 同 

じく 進化して ゆく ものである こと、 そして 文学の 進化 

は 同時に 文学の 目的 そのもの、 進化と もなる ことこ そ 

事実が それ を 呈示し、 理論の 統一 性が これ を 要求して 

ゐ るので ある。 それ故に、 私たち は、 今日の 階級 的 文 

学が 闘争 を 生命と する 事実 を 否認す るた めに 文学の 目 

的 は 闘争で ない とい ふ 独断論 をつ くリ 出す 必要 もな け 

れば、 また これ を 是認す るた めに、 文学 は そ も/ \闘 

争 的で あ つたと いふ 牽強 附 会な 理論 を 急造す る 必要 も 



ない ので ある。 

二 九 二 七. 三、 新潮) 
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